
        

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
 
研

究
方

針
 

 

～
美

し
く

安
全

で
活

力
あ

る
国

土
を

め
ざ

し
て

～
 

 

平
成

１
３

年
度

策
定

 

平
成

１
５

年
度

改
訂

 

               

国
 土

 交
 通

 省
 

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
 

 

 

   

        

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
 
研

究
方

針
(
案

)
 

 

～
美

し
く

安
全

で
活

力
あ

る
国

土
を

め
ざ

し
て

～
 

             

 

    

平
成

１
８

年
７

月
 

国
 土

 交
 通

 省
 

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
 

  

 
※

評
価

委
員

会
当

日
時

点
の

も
の

で
あ

り
、

内
容

等
は

未
確

定
。
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研
究

方
針

の
位

置
づ

け
 

  
国

土
技

術
政

策
総

合
研

究
所

（
国

総
研

）
は

、
国

土
の

利
用

、
開

発
及

び
保

全
の

た
め

の

住
宅

・
社

会
資

本
に

関
連

す
る

技
術

で
、

国
土

交
通

省
の

所
掌

事
務

に
関

わ
る

政
策

の
企

画

立
案

に
関

す
る

も
の

の
総

合
的

な
調

査
、

試
験

、
研

究
及

び
開

発
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

し

て
平

成
１

３
年

４
月

に
設

立
さ

れ
た

。
 

 

こ
の

「
研

究
方

針
」

は
、

国
総

研
の

一
人

一
人

の
職

員
が

国
総

研
の

使
命

や
研

究
活

動
の

方
向

・
視

点
な

ど
に

つ
い

て
共

通
の

認
識

を
持

つ
た

め
の

も
の

で
あ

り
、

中
長

期
的

な
研

究

目
標

や
解

決
す

べ
き

技
術

政
策

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
、

目
標

を
達

成
す

る
た

め

の
研

究
の

進
め

方
を

示
す

も
の

で
あ

る
。

 

 

本
方

針
は

、
今

後
の

社
会

情
勢

の
変

化
や

研
究

の
ニ

ー
ズ

や
進

捗
状

況
に

柔
軟

に
対

応
し

て
内

容
の

検
討

を
加

え
、

よ
り

進
化

さ
せ

た
も

の
へ

と
更

新
し

て
い

く
こ

と
を

基
本

姿
勢

と

す
る

。
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第
１

編
 

研
究

方
針

 

 １
 

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
の

使
命

 

   
国

総
研

の
使

命
は

、
「

住
宅

・
社

会
資

本
の

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
で

あ
る

国
民

一
人

一
人

の

満
足

度
を

高
め

る
た

め
、

技
術

政
策

の
企

画
立

案
に

役
立

つ
研

究
を

実
施

す
る

」
こ

と
に

あ

る
。

 

  
具

体
的

に
は

、
 

  
 

 
「

美
し

く
良

好
な

環
境

の
保

全
と

創
造

」
、

 

  
 

 
「

安
心

し
て

安
全

に
暮

ら
せ

る
国

土
」

、
 

  
 

 
「

豊
か

さ
と

ゆ
と

り
を

感
じ

ら
れ

る
生

活
」

、
 

  
 

 
「

活
力

あ
る

地
域

社
会

」
 

 を
実

現
す

る
た

め
の

道
筋

を
提

案
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
政

策
課

題
に

関
す

る
研

究
を

実

施
す

る
。

 

  
こ

の
よ

う
な

研
究

を
通

し
て

、
国

土
・

社
会

シ
ス

テ
ム

を
創

造
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る

政
策

の
技

術
的

な
裏

付
け

を
、

国
民

に
対

し
て

責
任

を
持

っ
て

示
す

。
 

  
そ

し
て

、
そ

の
成

果
は

、
国

民
に

対
す

る
行

政
施

策
、

社
会

資
本

整
備

の
最

前
線

へ
の

展

開
と

い
う

形
で

国
民

へ
の

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
生

か
さ

れ
る

。
 

  
上

記
の

使
命

を
果

た
す

た
め

、
以

下
の

よ
う

な
研

究
開

発
等

を
行

う
。

 

  
 

 
「

政
策

支
援

」
 

 
 

 
 

 
政

策
企

画
・

立
案

の
一

環
と

し
て

の
研

究
開

発
 

 
 

 
「

技
術

基
準

策
定

」
 

 
 

 
 

 
法

令
に

基
づ

く
技

術
基

準
の

策
定

に
関

す
る

研
究

開
発

 

 
 

 
「

技
術

支
援

」
 

 
 

 
 

 
直

轄
事

業
の

執
行

・
管

理
に

必
要

な
研

究
開

発
及

び
地

方
公

共
団

体
等

へ
の

技

術
指

導
 

   

 

 １
 

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
の

使
命

 

   
国

総
研

の
使

命
は

、
「

住
宅

・
社

会
資

本
の

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
で

あ
る

国
民

一
人

一
人

の

満
足

度
を

 高
め

る
た

め
、
技

術
政

策
の

企
画

立
案

に
役

立
つ

研
究

を
実

施
す

る
」
こ

と
に

あ

る
。

 

  
具

体
的

に
は

、
 

 

「
安

心
し

て
安

全
に

暮
ら

せ
る

国
土

」
、

 

 

「
豊

か
さ

と
ゆ

と
り

を
感

じ
ら

れ
る

生
活

」
、

 

 

「
活

力
あ

る
地

域
社

会
」

、
 

 
 

「
美

し
く

良
好

な
環

境
の

保
全

と
創

造
」

 

 を
実

現
す

る
た

め
の

道
筋

を
提

案
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
政

策
課

題
に

関
す

る
研

究
を

実

施
す

る
。

 

  
こ

の
よ

う
な

研
究

を
通

し
て

、
国

土
・

社
会

シ
ス

テ
ム

を
創

造
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る

政
策

の
技

術
的

な
裏

付
け

や
シ

ナ
リ

オ
を

、
国

民
に

対
し

て
責

任
を

持
っ

て
示

す
。

 

  
そ

し
て

、
そ

の
成

果
は

、
国

民
に

対
す

る
行

政
施

策
、

社
会

資
本

整
備

の
最

前
線

へ
の

展

開
と

い
う

形
で

国
民

へ
の

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
生

か
さ

れ
る

。
 

  
上

記
の

使
命

を
果

た
す

た
め

、
「

政
策

支
援

」
と

し
て

、
政

策
の

企
画

・
立

案
に

資
す

る
研

究
を

行
う

。
ま

た
、

政
策

の
実

施
の

た
め

に
、

法
令

等
に

基
づ

く
「

技
術

基
準

策
定

」

に
関

す
る

研
究

や
事

業
の

執
行

・
管

理
に

必
要

と
な

る
「

技
術

支
援

」
を

行
う

。
 

        

 

 

－48－



２
 

研
究

活
動

の
方

向
と

視
点

 

 ２
.
１

 
時

代
の

潮
流

の
反

映
 

  
研

究
の

方
向

や
目

標
を

定
め

る
に

は
、

経
済

状
況

、
環

境
問

題
、

人
口

動
態

等
社

会
の

多

様
な

変
化

に
常

に
敏

感
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
価

値
観

の
多

様
化

、
評

価
軸

の
変

化
な

ど

時
代

の
潮

流
を

的
確

に
反

映
し

、
以

下
の

観
点

を
踏

ま
え

技
術

政
策

研
究

を
実

施
す

る
。

 

  
・

何
を

作
る

か
か

ら
、

何
を

産
み

出
し

ど
う

生
か

す
か

へ
 

 
・

要
素

技
術

か
ら

、
総

合
（

シ
ス

テ
ム

）
技

術
へ

 

 
・

分
野

別
技

術
か

ら
、

横
断

的
技

術
へ

 

 
・

単
一

の
評

価
軸

か
ら

、
総

合
的

な
評

価
軸

へ
 

  
ま

た
、

国
民

の
ニ

ー
ズ

に
真

に
応

え
る

研
究

を
推

進
す

る
た

め
、

長
期

的
視

野
の

下
に

、

国
民

ニ
ー

ズ
、

時
代

の
潮

流
、

科
学

技
術

の
動

向
等

を
考

察
し

、
研

究
の

ス
タ

ン
ス

や
方

向

を
見

い
だ

す
と

と
も

に
的

確
な

も
の

と
す

る
よ

う
、

「
３

つ
の

基
本

課
題

」
を

設
定

し
、

継

続
的

な
検

討
を

行
う

。
 

  
・

時
代

に
即

し
た

社
会

資
本

の
整

備
・

運
営

の
あ

り
方

 
～

ユ
ー

ザ
ー

オ
リ

エ
ン

テ
ッ

ド
の

評
価

軸
～

 

 
・

安
全

で
美

し
い

国
土

の
創

造
 

 
・

豊
か

さ
と

ゆ
と

り
の

感
じ

ら
れ

る
生

活
環

境
・

都
市

環
境

の
形

成
 

  ２
.
２

 
行

政
と

の
連

携
と

国
民

の
視

点
 

  
国

の
研

究
機

関
と

し
て

大
局

的
な

国
土

政
策

の
中

で
の

社
会

資
本

の
整

備
、

運
用

の
視

点

と
と

も
に

、
国

民
一

人
一

人
の

日
常

生
活

の
立

場
に

立
っ

た
視

点
を

持
っ

て
、

国
土

交
通

省

の
行

政
部

門
と

一
体

と
な

り
、

研
究

を
実

施
す

る
。

 

 
そ

の
た

め
、

地
方

整
備

局
等

事
業

の
最

前
線

と
の

技
術

支
援

を
通

じ
た

連
携

が
大

切
で

あ

り
、

国
民

の
ニ

ー
ズ

を
幅

広
く

把
握

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
潜

在
的

な
研

究
ニ

ー
ズ

を
的

確

に
捉

え
、

研
究

方
針

・
内

容
へ

反
映

し
て

い
く

こ
と

に
努

め
る

。
 

      

２
 

研
究

活
動

の
方

向
と

視
点

 

 ２
.
１

 
時

代
の

潮
流

の
反

映
 

  
研

究
の

方
向

や
目

標
を

定
め

る
に

は
、

経
済

状
況

、
環

境
問

題
、

人
口

動
態

等
社

会
の

多

様
な

変
化

に
常

に
敏

感
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
価

値
観

の
多

様
化

、
評

価
軸

の
変

化
な

ど

時
代

の
潮

流
を

的
確

に
反

映
し

、
以

下
の

観
点

を
踏

ま
え

技
術

政
策

研
究

を
実

施
す

る
。

 
  

・
何

を
作

る
か

か
ら

、
ど

う
生

か
す

か
へ

 

・
要

素
技

術
か

ら
、

総
合

（
シ

ス
テ

ム
）

技
術

へ
 

 
・

分
野

別
技

術
か

ら
、

横
断

的
技

術
へ

 

・
単

一
の

評
価

軸
か

ら
、

総
合

的
な

評
価

軸
へ

 

 

特
に

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
素

技
術

を
組

み
合

わ
せ

、
統

合
し

、
実

際
に

適
用

す
る

な
か

で
、

高
度

化
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
社

会
的

な
重

要
課

題
を

解
決

し
、

国
民

の
暮

ら
し

へ
還

元

す
る

「
社

会
的

技
術

」
が

よ
り

重
要

と
な

る
。

 
     

   

２
.
２

 
国

民
の

視
点

 

  
国

の
研

究
機

関
と

し
て

大
局

的
な

国
土

政
策

の
中

で
の

住
宅

・
社

会
資

本
の

整
備

、
運

用

の
視

点
と

と
も

に
、

国
民

一
人

一
人

の
日

常
生

活
の

立
場

に
立

っ
た

視
点

を
持

っ
て

、
国

土

交
通

省
の

行
政

部
門

と
一

体
と

な
り

、
研

究
を

実
施

す
る

。
 

 
そ

の
た

め
、

地
方

整
備

局
や

地
方

公
共

団
体

等
の

事
業

実
施

の
最

前
線

と
の

連
携

が
大

切

で
あ

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
国

民
の

ニ
ー

ズ
を

幅
広

く
把

握
す

る
こ

と
に

よ

っ
て

、
潜

在
的

な
研

究
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
研

究
方

針
・

内
容

へ
反

映
し

て
い

く
こ

と

に
努

め
る

。
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２
.
３

 
学

際
的

な
研

究
領

域
 

  
技

術
政

策
課

題
へ

の
取

り
組

み
に

は
、

理
学

・
工

学
に

加
え

て
人

文
・

社
会

科
学

分
野

を

含
ん

だ
総

合
的

な
側

面
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

と
な

る
こ

と
が

多
く

、
そ

の
た

め
に

は

広
い

研
究

領
域

に
対

す
る

関
心

を
持

ち
、

異
分

野
の

研
究

者
と

の
交

流
や

学
際

分
野

の
研

究

に
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 

  ２
.
４

 
総

合
的

な
取

組
み

 

  
細

分
化

さ
れ

た
個

々
の

技
術

と
し

て
だ

け
で

は
な

く
、

総
合

的
な

シ
ス

テ
ム

と
し

て
技

術

政
策

課
題

に
取

り
組

む
姿

勢
が

重
要

で
あ

り
、

ま
た

、
価

値
観

の
多

様
化

を
踏

ま
え

、
複

数

の
評

価
軸

に
よ

る
総

合
的

な
評

価
手

法
の

確
立

に
も

努
め

る
。

 

 
さ

ら
に

、
土

木
、

建
築

、
港

湾
空

港
の

３
分

野
が

統
合

さ
れ

た
こ

と
に

対
す

る
国

民
の

期

待
に

応
え

て
い

く
た

め
に

、
技

術
政

策
課

題
に

対
し

て
総

合
的

な
側

面
か

ら
の

取
り

組
み

を

行
う

。
 

                       

２
.
３

 
学

際
的

な
研

究
領

域
 

  
技

術
政

策
課

題
へ

の
取

り
組

み
に

は
、

理
学

・
工

学
に

加
え

て
人

文
・

社
会

科
学

分
野

を

含
ん

だ
総

合
的

な
側

面
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

と
な

る
こ

と
が

多
く

、
そ

の
た

め
に

は

広
い

研
究

領
域

に
対

す
る

関
心

を
持

ち
、

異
分

野
の

研
究

者
と

の
交

流
や

学
際

分
野

の
研

究

に
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

 

 ２
.
４

 
研

究
活

動
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

 

他
で

は
成

し
え

な
い

、
国

の
組

織
力

を
駆

使
し

て
収

集
さ

れ
る

情
報

に
基

づ
く

研
究

課
題

を
、

所
あ

る
い

は
各

部
署

の
「

コ
ア

」
と

し
て

位
置

付
け

、
研

究
活

動
を

継
続

す
る

。
 

 既
成

の
組

織
の

枠
に

と
ら

わ
れ

ず
に

技
術

政
策

上
の

課
題

を
包

括
的

に
提

示
し

、
優

先
的

に
取

り
組

む
べ

き
課

題
の

抽
出

過
程

や
政

策
目

標
の

実
現

に
つ

な
げ

て
い

く
工

程
、

行
政

や

他
の

研
究

機
関

と
の

連
携

な
ど

を
示

し
た

「
大

枠
」

を
設

定
す

る
。

そ
の

上
で

、
自

ら
取

り

組
む

研
究

課
題

を
選

定
す

る
と

と
も

に
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
し

て
の

役
割

を
担

う
。

 

 

研
究

活
動

に
お

い
て

は
、

効
果

（
研

究
成

果
が

活
用

さ
れ

、
政

策
に

結
び

つ
く

こ
と

で
発

現
す

る
効

果
）

を
計

測
す

る
指

標
を

あ
ら

か
じ

め
設

定
し

、
「

C
h
e
c
k
」

を
重

視
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う

。
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３
 

重
点

的
に

取
り

組
む

研
究

課
題

 

 ３
．

１
 

７
本

の
柱

と
１

７
の

技
術

政
策

課
題

 

 
 

 
重

点
的

な
研

究
課

題
は

、
以

下
の

７
本

の
柱

と
１

７
の

技
術

政
策

課
題

に
基

づ
い

て
設

定
す

る
。

 

 １
．

持
続

可
能

な
社

会
を

支
え

る
美

し
い

国
土

の
形

成
 

（
１

）
 
国

土
形

成
史

等
を

踏
ま

え
た

今
後

の
国

土
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

（
２

）
 
地

球
環

境
へ

の
負

荷
の

軽
減

 

（
３

）
 
住

宅
・

社
会

資
本

の
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

（
４

）
 
美

し
く

良
好

な
環

境
の

保
全

と
創

造
 

 ２
．

安
全

で
安

心
な

国
土

づ
く

り
 

（
５

）
 
災

害
に

対
し

て
安

全
な

国
土

 

（
６

）
 
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
生

活
環

境
 

 ３
．

生
活

コ
ス

ト
が

安
く

、
豊

か
で

ゆ
と

り
の

あ
る

暮
ら

し
の

実
現

 

（
７

）
 
快

適
で

潤
い

の
あ

る
生

活
環

境
の

形
成

 

（
８

）
 
住

民
参

加
型

の
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

（
９

）
 
生

活
コ

ス
ト

の
安

い
暮

ら
し

 

（
1
0
）

 
豊

か
で

ゆ
と

り
の

あ
る

住
宅

等
の

市
場

基
盤

整
備

 

 ４
．

活
力

・
国

際
競

争
力

の
あ

る
社

会
と

個
性

あ
る

地
域

の
創

造
 

（
1
1
）

 
人

の
交

流
の

円
滑

化
と

物
流

の
効

率
化

 

（
1
2
）

 
都

市
・

地
域

の
活

力
の

再
生

 

 ５
．

住
宅

・
社

会
資

本
整

備
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
の

向
上

 

（
1
3
）

 
技

術
基

準
・

契
約

方
式

等
の

高
度

化
 

（
1
4
）

 
政

策
及

び
事

業
評

価
手

法
の

高
度

化
 

 ６
．

高
度

情
報

化
社

会
に

対
応

し
た

国
土

づ
く

り
 

（
1
5
）

 
安

心
・

安
全

で
活

力
あ

る
社

会
の

構
築

の
た

め
の

Ｉ
Ｔ

の
活

用
 

 ７
．

国
際

社
会

へ
の

対
応

と
貢

献
 

（
1
6
）

 
国

際
貢

献
の

推
進

 

（
1
7
）

 
国

際
基

準
へ

の
戦

略
的

対
応

 

  

３
 

重
点

的
に

取
り

組
む

研
究

課
題

 

 ３
．

１
 

４
本

の
柱

と
総

合
的

な
手

法
 

 重
点

的
な

研
究

課
題

は
、
国

土
交

通
省

が
重

点
的

に
取

り
組

む
研

究
開

発
分

野
で

あ
る
「

安

全
・

安
心

」
、

「
暮

ら
し

」
、

「
活

力
」

、
「

環
境

」
に

対
応

し
た

「
４

本
の

柱
」

と
、

政

策
の

実
施

を
支

え
る

た
め

の
研

究
と

し
て

の
「

総
合

的
な

手
法

」
と

し
て

分
類

す
る

。
さ

ら

に
、

柱
ご

と
に

重
点

的
に

取
り

組
む

中
長

期
的

な
技

術
政

策
課

題
を

設
定

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の

目
指

す
社

会
像

と
研

究
の

方
向

性
を

示
す

。
 

 ４
本

の
柱

 

 ○
安

全
・

安
心

な
社

会
の

実
現

 

（
１

）
自

然
災

害
に

対
し

て
安

全
・

安
心

な
国

土
及

び
地

域
社

会
の

構
築

 

（
２

）
安

全
・

安
心

に
暮

ら
せ

る
日

常
の

実
現

 

○
誰

も
が

生
き

生
き

と
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

 

（
３

）
住

環
境

・
都

市
環

境
の

改
善

と
都

市
構

造
の

再
構

築
 

（
４

）
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
社

会
の

創
造

 

○
国

際
競

争
力

を
支

え
る

活
力

あ
る

社
会

の
実

現
 

（
５

）
人

・
物

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
向

上
 

（
６

）
住

宅
・

社
会

資
本

ス
ト

ッ
ク

の
有

効
活

用
 

○
環

境
と

調
和

し
た

社
会

の
実

現
 

（
７

）
地

球
環

境
へ

の
負

荷
の

軽
減

 

（
８

）
美

し
く

良
好

な
環

境
の

保
全

と
創

造
 

 総
合

的
な

手
法

 

 ○
国

づ
く

り
を

支
え

る
総

合
的

な
手

法
の

確
立

 

 
（

９
）

総
合

的
な

国
土

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

 

（
1
0
）

政
策

及
び

事
業

評
価

の
高

度
化

 

（
1
1
）

技
術

基
準

の
高

度
化

 

（
1
2
）

公
共

調
達

制
度

の
適

正
化

 

（
1
3
）

情
報

技
術

の
活

用
 

     

※
章

内
の

構
成

の
み

対
比

し
て

記
載
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４
 

研
究

の
進

め
方

 

 ４
．

１
 

研
究

活
動

 

 （
１

）
研

究
の

分
類

 

 ①
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
 

 
技

術
政

策
課

題
に

対
応

し
た

研
究

開
発

の
目

標
を

明
確

に
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
リ

ー

ダ
ー

の
も

と
に

目
標

達
成

に
必

要
と

さ
れ

る
分

野
の

研
究

者
が

集
い

、
よ

り
効

果
的

に
成

果

を
得

る
た

め
の

戦
略

を
立

て
て

研
究

を
進

め
る

研
究

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
と

位
置

づ
け

、

重
点

的
に

実
施

す
る

。
 

 ②
基

盤
研

究
 

 
技

術
政

策
課

題
に

対
し

、
将

来
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
の

核
に

な
る

可
能

性
の

あ
る

研
究

や
、

主
と

し
て

単
一

の
分

野
で

も
技

術
政

策
課

題
に

対
し

重
要

な
解

決
策

を
成

果
と

し
て

期
待

で

き
る

各
分

野
の

研
究

を
基

盤
研

究
と

位
置

づ
け

て
実

施
す

る
。

 

 ③
基

礎
研

究
 

 
現

時
点

で
は

技
術

政
策

課
題

と
は

必
ず

し
も

直
接

関
連

し
な

い
が

、
中

長
期

的
に

必
要

と

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

技
術

に
関

す
る

研
究

や
、

未
経

験
の

新
し

い
分

野
の

研
究

な
ど

に

つ
い

て
は

、
基

礎
的

段
階

に
あ

る
も

の
に

つ
い

て
も

研
究

を
行

う
。

 

  

 

４
 
研

究
の

進
め

方
 

 ４
．

１
 
研

究
活

動
 

 （
１

）
研

究
の

分
類

 

技
術

政
策

課
題

に
関

す
る

研
究

と
し

て
、

以
下

の
研

究
を

行
う

。
 

 

「
技

術
政

策
研

究
」

 

技
術

政
策

課
題

の
解

決
に

向
け

、
一

定
の

期
間

内
（

３
年

程
度

長
く

と
も

５
年

）
に

お
け

る
研

究
開

発
目

標
を

明
確

に
掲

げ
た

研
究

で
あ

り
、
目

的
に

応
じ

た
体

制
に

よ
り

戦
略

的
に

実
施

す
る

。
 

 

「
基

盤
的

研
究

」
 

研
究

成
果

と
し

て
得

ら
れ

た
基

準
類

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
整

備
・

更
新

・
管

理
や

、

中
長

期
的

な
必

要
性

が
予

想
さ

れ
る

技
術

な
ど

に
関

す
る

調
査

及
び

研
究

、
未

経
験

の

新
し

い
分

野
の

研
究

な
ど

に
関

す
る

先
見

的
な

視
点

か
ら

の
調

査
及

び
研

究
を

実
施

す
る

。
 

 

「
機

動
的

研
究

」
 

突
発

的
な

課
題

や
緊

急
の

対
応

を
要

す
る

課
題

の
解

決
に

向
け

、
短

期
間

に
一

定
の

知
見

や
成

果
を

得
る

こ
と

を
目

指
し

、
機

動
的

に
調

査
及

び
研

究
を

実
施

す
る

。
 

 

（
２

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
 

 

技
術

政
策

研
究

を
核

に
研

究
開

発
目

標
を

共
有

す
る

研
究

を
結

束
し

、
所

と
し

て
重

点

的
に

推
進

す
る

研
究

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
と

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
リ

ー
ダ

ー
を

中
心

と
す

る
分

野
横

断
的

な
体

制
に

よ
り

、
技

術
政

策
課

題
の

解
決

に
向

け
て

よ
り

効
果

的
に

成
果

を
得

る
た

め
の

戦
略

を
立

て
て

進
め

る
。

 

    ５
 
研

究
方

針
の

見
直

し
 

 

本
「

研
究

方
針

」
は

、
社

会
情

勢
の

変
化

や
研

究
の

進
捗

状
況

、
ニ

ー
ズ

に
柔

軟
に

対
応

し
て

、
取

り
組

む
べ

き
技

術
政

策
課

題
等

の
内

容
に

不
断

の
検

討
を

加
え

、
よ

り
進

化
さ

せ

た
も

の
へ

と
更

新
し

て
い

く
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

 

 

※
４

．
２

以
降

は
省

略
 

※
４

．
２

以
降

は
省

略
 

－52－




